
出願

方式審査

実体審査

出願審査請求

出願取下とみなす

特許査定

登録（特許）→特許権の発生、
特許掲載公報の発行

特許料納付

拒絶理由を
発見しない場合

拒絶理由通知

意見書・補正書

拒絶理由を
発見した場合

治癒

拒絶査定

拒絶査定不服審判の請求

不服申立
特許異議申立てor
特許無効審判の請求

治癒しない場合

不服申立

出願公開
（公開特許公報の発行） 出願日から3年以内。

第三者も請求できる。

あり
なし

原則として
出願日から

1年6月経過後。
請求で早期化可能。

特許出願のフロー

青：出願人の手続

緑：特許庁の手続

黄：第三者の手続

特許庁の
審査官が行う

１~３年分の特許料
（設定登録料）


